
宣 言 日 令和　4年　1月　25日

住 所 行田市堤根651-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社 杉浦土木

代表者役職 氏名 代表取締役　卜部 智和

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

再資源化可能な従来最終処分されていた
廃棄物の再資源化を促進させる。
＜（現状値）2021年の数値＞
 ①がれき類　32,160ｔ
 ②太陽光パネル　0枚

＜2030年に向けた指標＞

①40,000t　②8,000枚

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①33,000t　②1,000枚

多様な働き方を推進する(高齢者の継続
雇用)
＜（現状値）2021年の数値＞
高齢者の雇用比率: 0%（0人／7名）

＜2030年に向けた指標＞

高齢者の雇用比率 :28.6%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

高齢者の雇用比率 :14.3%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

 10%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

 5%削減

重機のハイブリット化を推め化石燃料使用
量を削減を図る。

＜（現状値）2021年の数値＞
化石燃料使用量：90,000 l/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　弊社では設立当初より、社是として近江商人の精神『三方よし』を掲げており、この日本版SDGsとも
言うべく『三方よし』に基づき行動し、引き続き地域社会の発展に、廃材の再資源化を中心としながら
地球環境の保護保全に貢献して参ります。この考え方はＳＤＧｓと違わぬ方向を目指すものであり、社
員関係者各々が理解し自覚を持った上で事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献してい
くものであります。

株式会社 杉浦土木

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


